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研究成果の概要（和文）：本研究はAYA世代に移行した小児がんサバイバー（CCS）のケアの現状を調査するこ
と、また成人診療科の看護師を対象に、CCSケアの専門的知識を教授する支援ガイドを開発し評価することを目
的とした。
文献レビュー、医療者へのインタビュー調査、既存のガイドライン等をもとに、CCSの長期支援のための看護師
向け教材（支援ガイド）の試案を作成した。がん診療連携拠点病院に勤務する看護師を対象に、CCSケアの実態
調査と教材評価を行った。165名から回答が得られ、CCSケア経験のある看護師は35.2％、内容は小児がん治療に
起因するケアが79.3％だった。教材については内容、活用可能性いずれも肯定的な評価を得た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to investigate the current status of care for 
childhood cancer survivors (CCS) transitioning into the AYA generation, and to develop and evaluate 
a support guide for nurses in adult medicine departments to teach their expertise in CCS care. Based
 on a literature review, interviews with health care providers, and existing guidelines, a draft of 
educational materials (support guide) for nurses for long-term support of CCS was developed. Nurses 
working in cancer treatment base hospitals were surveyed on their actual care for CCS and 
educational materials were evaluated. 165 nurses responded (response rate: 17.7%), 35.2% of them had
 experience in caring for CCS, and 79.3% of the contents were care arising from pediatric cancer 
treatment. The educational materials received positive evaluations in terms of both content and 
applicability.

研究分野： がん看護

キーワード： がん看護　AYA世代　小児がんサバイバー　移行期支援　教育プログラム

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
小児がんサバイバー（CCS）の長期フォローアップと移行期支援について、本邦ではこれまで主として小児診療
科の医師、看護師が中心となって進められてきた。しかし本研究で、成人診療科でCCSケアに携わる看護師を対
象とした教材（支援ガイド）を作成したこと、また成人診療科でのCCSの支援の実態を本邦で初めて調査したこ
とで、成人診療科の医療者のケア場面での困難や学習ニーズが明らかとなったことは学術的意義があると考え
る。また開発した教材が看護支援の一助となる可能性が示唆されたことは、社会的意義がある。今後は本支援ガ
イドの活用の場を検討すること、また血液がん以外のCCSに関するガイドを検討することが課題である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景   
(1)本研究に関連する国内、国外の研究動向及び位置づけ 
近年がん医療は飛躍的に進歩し、小児がんの５年生存率は 8割を超え（Siegel,2013）、小児が

んは不治の病から完治あるいは慢性長期的経過を辿る疾患へと様相が変化している。これは小
児期にがん治療を受けた経験のある、小児がんサバイバー（childhood cancer survivor: CCS 
以下 CCS）の増加をも意味する。現在わが国では小児期にがん治療を受けた人の割合が、20-39
歳では 700 人に 1 人にのぼるとされ、がんの診断から 5 年以上経過してから発生した、もしく
は診断から 5年以上継続している疾患や治療に関連する合併症（晩期障害）に対する治療を含め
た長期フォローアップ体制の確立が必要とされている（鹿島田,2015）。 
CCS が呈する晩期障害の特徴として、ほぼすべての臓器に障害が生じること、自覚症状に乏し

いこと、治療後年数が経つとともに発症率が増え続けることが指摘されている（Stevens, 1998、
Diller, 2009）。中でも、がんの治療後に生じる性腺機能障害は現在広く知られている。海外の
CCS を対象とした大規模コホート調査（CCS Study）は、晩期障害が年々増加すること
（Oeffinger,2006）、妊娠率の低下や早期閉経の頻度が高いことを示し（Green, 2009）、わが国
でも CCS において性腺機能低下症の占める割合が高いことが示されている（Miyoshi,2008, 
2013）。成人女性がん患者の治療後の性腺機能障害については、がん治療の方針決定と併せて妊
孕性温存に関する患者の意向を確認し妊孕性温存治療を行うなど、本邦でも医療者による様々
な意思決定支援が近年行われつつある（林,2016）。一方 CCS においては、低年齢発症であれば身
体機能の成熟が十分ではなく、また認知発達の限界から病名告知や病状説明内容が限られ、原疾
患や晩期障害の説明が十分とは言えない現状がある（三善,2015）。そのため、思春期まで性腺機
能異常に気付かない場合や、通院が途絶え成人後パートナーを得て初めて妊孕性低下という問
題に直面することから、思春期・若年成人（Adolescents and Young Adult: AYA 以下 AYA）世
代、すなわち 15～39 才の生殖年齢に至る CCS のリプロダクティブヘルスを含む長期フォローア
ップは喫緊の課題である。 
成人期を迎えた CCS への医療は、2000 年頃より「移行医療」として注目され、思春期・若年

成人期患者が成人期医療にシームレスに移行することが重視されるようになった。海外では移
行支援を「医療が適切に継続し患者が社会的な自立を果たすこと」をゴールとしたライフロング
医療の一部と捉えられている。一方、わが国の「移行支援」は「成人期医療に移ること」をゴー
ルとすることが多く（小林、2016）、「見捨てられた」などの患者・家族の不安（五十嵐、2011）
や、成人期医療への移行後の受診中断、さらには原疾患に関連した合併症の重症化、生活習慣病
のセルフマネジメント不足を招き、CCS の学校生活困難、就労困難、QOL 低下、自立困難、医療
費増加という悪循環をもたらすと考えられている。乳幼児期、あるいは学童期にがんを発症して
以降、小児専門の診療科で継続的に治療、フォローアップを受ける CCS は、特定の医療者との関
係性の中で成長、発達し、成人診療科への移行が難しい現状がある。一方晩期障害の中でもリプ
ロダクティブヘルスに関する問題は、患者の QOL にかかわる重要な事項であるにもかかわらず
小児診療科でのフォローや生殖医療診療科との連携が十分とは言えない状況がある。 
 

(2)本研究の着想に至った経緯 
 研究者らは、これまで女性乳がん患者のリプロダクティブヘルスに関する意思決定を支える
看護に関する研究を行い、患者・家族の意思決定支援には医師、看護師を含む多職種、多診療科
間の連携が必須であること、またがん診療、生殖医療に関する最新の専門的知識ががん医療に携
わる看護者に求められることを明らかにしてきた（林,2015、2016、高橋 2016）。生殖年齢に至
った CCS の中には妊孕性に関わる晩期障害を抱える患者が存在することから、心身の成長・発達
途上の小児期にがんを発症した患者に対して、成人期への移行医療とライフロングサポートに
ついて、成人看護の視座から小児医療、小児看護を専門とする医療職と協働した支援体制の構築
に寄与する資材の開発が必要だと考えた。 
 
２．研究の目的  
本研究では、AYA 世代に移行した小児がんサバイバー（CCS）のケアの現状を調査すること、

また成人診療科に移行した CCS のケアに携わる看護師を対象に、リプロダクティブヘルスに関
する専門的知識を中心とした臨床でのケアに必要な知識・技術を教授することを目途とした教
育プログラムを開発し評価することを目的とした。 
 
３．研究の方法  
(1)AYA 世代にある CCS の長期フォローアップと移行期支援に関する文献レビュー 
小児がんサバイバー（CCS）が呈する、治療による晩期障害と長期フォローアップ（LTFU）、な

らびに移行期ケアに関する研究の動向を把握することを目的とし、AYA 世代、小児がんサバイバ
ー、晩期障害、性腺機能障害、移行期支援、長期フォローアップ、サバイバーシップケアをキー
ワードに、Medline、CINAHL、PsycINFO を用いて 2008 年以降の論文を網羅的に検索した。結果
はアブストラクトテーブルにまとめ、治療内容と経過、晩期障害の内容と発症率、CCS の成長、・



発達の特徴、移行期支援に関する患者・家族・医療者のニード、ケアモデルの構造、移行期支援
内容、教育的介入を行っているものについては介入の具体的内容について項目ごとに分析し、育
成プログラムに組み込む内容を抽出することとした。 
 
(2)CCS の移行期ケアにおけるニーズ調査 
AYA 世代にある CCS 移行期ケアに携わっている医療者の臨床経験を明らかにし、教育プログラ

ム開発の基礎資料とすることを目的にインタビュー調査を行った。対象は、専門職として 3年以
上の経験を有し、AYA 世代にある CCS の移行期ケアに携わった経験が 1年以上ある医師及び看護
師とした。インタビューは移行期ケアで内分泌に関連した治療、がんサバイバーシップにおける
内分泌機能の重要性に対する考え、CCS 移行期ケアとしての内分泌機能に関連した治療・ケアの
説明内容、今後の課題等について半構造化面接で尋ねた。データは質的帰納的に分析し、移行支
援に関する認識とニーズを抽出した。 
 
(3)AYA 世代にある CCS の長期フォローアップのための看護師向け教材（支援ガイド）の作成 
小児血液がんに関するガイドライン、小児がん治療後の長期フォローアップに関する支援ガ

イド、医学・看護学叢書、先行研究をもとに、研究班メンバーが成人診療科の看護師を対象とし
た、CCS 長期フォローアップ教材（支援ガイド）案を作成した。その後小児科医２名、小児がん
を専門とする小児看護専門看護師２名、がん生殖医療医１名のエキスパートパネルによる妥当
性評価を行い、加筆、修正を施した後に最終版を確定することとした。 
 
(4) AYA 世代にある CCS への支援状況の実態調査と看護師向け教材（支援ガイド）の評価 
全国 456 か所のがん診療連携拠点病院（令和 5年 4月現在）の成人診療科（血液内科・内分泌

代謝科・産婦人科）に勤務する看護師を対象に、web 調査を実施した。調査内容は、基本属性（13
項目）のほか、AYA 世代にある CCS のケアの経験（6 項目）、CCS の移行期ケアの経験(15 問)、
CCS の不妊治療・出産に関わるケア経験（7項目）を尋ねた。また教材に対する評価については、
説明のわかりやすさ(6 問)、必要な情報量(7 問)、教材に対する意見(2 問)を尋ねた。 
 

４．研究成果  
(1)AYA 世代にある CCS の長期フォローアップと移行期支援に関する文献レビュー  
全データベースから 70 文献

が抽出され、重複文献を除いた
53 文献について内容を確認
し、英語、日本語以外の言語に
よるもの 1件、書籍 1件を除外
した 51 文献をレビュー対象と
した。 
 研究デザインは、コホート研
究 16 文献、横断研究 21 文献
（質問紙調査、インタビュー調
査、診療録調査）、介入研究
（RCT）1 文献、総説 6 文献、解
説 5 文献、尺度開発 1文献、ガ
イドライン開発 1 文献であっ
た。研究対象は、CCS を対象と
したもの 36 文献、医療者を対象としたもの 3文献、医療機関を対象としたもの 1文献であった。
解説では LTFU に関する総論・枠組みについて述べたものが主であり、総説は、造血細胞移植後
の晩期障害等、特定の症状に特化したもの、ガイドラインのアドヒアランスに関する論文であっ
た。特定の晩期障害に着目した論文は 14 文献で、その内容は心毒性、腎障害、性腺機能障害な
ど様々であった(表１)。尺度開発として、Klassen ら（2014）は、小児科から成人診療科へと移
行する LTFU において、CCS が障壁あるいは促進要素と捉える要素を測定する尺度を開発した。
この尺度は①Cancer Worry（がんに対する不安、6項目） ②Self-Management Skills（セルフ
マネジメント能力、15 項目） ③Expectations（成人診療科のケアへの期待、12 項目）の 3つの
尺度で構成され、信頼性、妥当性が得られたことを示した。また、Santacroce ら（2010）は、
CCS とその親の LTFU における特徴として‘不確かさ（uncertainty)’に着目、不確かさに働き
かける対面式LTFUプログラム（HEROS)と、HEROSに加え電話による対処スキルトレーニング（CST)
を実施した群（HEROS＋CST）を比較、CST を付加することが臨床的に妥当であることを示した。
CCS に対する教育ニーズや、どのように LTFU ケアを実施すべきかを、グランデッドセオリーア
プローチを用いて質的に明らかにした研究（Mouw；2017）も見られた。米国小児がんグループ（COG）
による長期フォローアップのためのガイドライン改訂版が 2008 年に策定されて以降、LTFU に関
する調査研究が多数実施されていることが明示され、長期にわたり CCS のニーズを充足する多
職種による LTFU の必要性が示唆された。また本レビューにおいて看護師を対象とした先行研究
が極めて少ないことも明らかとなり、LTFU における看護師の実践内容の明確化と CCS に対する
ケア体制の確立の必要性が示唆された。 



(2) CCS 移行期ケアにおけるニーズ調査－インタビュー調査   
インタビューの対象は CCS の移行期ケアに関わった経験のある医療職 4名（生殖医療専門医 2

名、内分泌代謝医 1名、小児科看護師・がん化学療法看護認定看護師 1名）であった。移行期ケ
アとして、特にホルモン療法に関連した治療について、生殖医療医と小児科看護師はひと月あた
り 2-10 件と一定数いる一方、内分泌代謝医は 8 年間で数例程度と相違が大きかった。主として
女性ホルモン、成長ホルモンを補充する療法がおこなわれていた。診療のきっかけは、二次性徴
の発来が必要な時期（18-19 歳以降）に小児科から紹介される、月経不順による受診などであっ
た。CCS に対するホルモン治療の重要性は、がんを発症した時期（年齢）により異なるが、二次
性徴前の発症・治療であれば、二次性徴の発来が重要となり。初経後であれば月経の再開、骨量
の獲得などを目指す、としていた。患者にとり日々の内服や貼付薬の使用などは身体的負担も大
きいが、それでも患者がよりよく生きていくために大切な治療であると捉えていた。CCS への教
育的支援の内容として、ホルモン療法による体の変化、女性ホルモンの必要性、卵巣機能評価、
注射の頻度、薬の量と種類の調節、注射の頻度などが挙げられた。他の医療職との連携について、
小児科と婦人科さらに心療内科、精神科との連携や、看護師、栄養士などの多職種間の連携が課
題として挙げられた。 
 
(3) AYA 世代にある CCS 長期フォローアップのための看護師向け教材（支援ガイド）の作成  
エキスパートパネルによる妥当性評価の結果、臨床で行われている治療内容に即した治療フ

ロートすること、有害事象に関する記載、小児がん患者の看護の要点、さらに AYA 世代へと移行
した CCS に対するケアの視点について大幅に加筆修正を行い、最終版としてエキスパートパネ
ルの承認を得た。この結果、全 26 ページの看護師向け教材（支援ガイド）が完成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



(4) AYA 世代にある CCS への支援状況の実態調査と看護師向け支援ガイドの評価 
①AYA 世代にある CCS に対する支援状況の実態調査 

調査対象は、全国 456 か所のがん診療連携拠点病院の成人診療科（血液内科・内分泌代謝科・
産婦人科）に勤務する看護師とし、Web による質問紙調査を実施した。調査内容は、基本属性（13
項目）、AYA 世代にある CCS のケアの経験（6 項目）、CCS の移行期ケアの経験(15 問)、CCS の不
妊治療・出産に関わるケア経験（7項目）、小児がんサバイバーのトランジションの経験(15 問)、
小児がんサバイバーの不妊治療・出産に関わるケア経験（7 項目）、作成した支援ガイドの評価
項目として、教材のわかりやすさ（6 問）、情報ニーズ（7 問）、教材に対する意見（2 問）とし
た。調査は 165 名の看護師からの回答を得た（回収率 17.7％）。対象者の概要を、表 1 に示す。 
実態調査から、CCS のケアに携わったことのある看護師は、58 名(35.2%)であり、携わったケ

アの内容については、小児がん治療に起因するものが最も多く、46 名(79.3%)、小児がんとは関
係のない疾患・症状へのケアが 13 人(22.4%)であ
った。CCS のケアで困ったことについては、「晩期
障害についての知識がなかったこと」26 名
(44.8%)、「小児がんに対する知識がなかったこと」
22 名(37.9%)、「小児科との連携がなかったこと」
15 名(25.9%)などがあげられた。 
CCS の移行期ケアに関わったことがあると回答

した看護師は、14 名(8.5%)であり、そのうち何ら
かの困難を感じたことが「ある」、「どちらかと言
えばある」とした者は 10 名(71.4%)であった。小
児科から成人診療科への移行において一定期間
合同で見ていく体制については、141 名(85.4%)が
「必要である」と回答したのに対し、小児科と成
人診療科との連携ミーティングが「ある」と回答
した者は 3 名（1.8%）、小児科の看護師との連携
が「ある」と回答した者は 13 名（7.9%）であっ

た。成人診療科で働く看護師の AYA 世代にある CCS へのケアの実態として、移行期ケアだけでは
なく、CCS のケア自体に携わった経験が少ないという実態が明らかになった。ケアの際に困難だ
ったこととして、晩期障害についての知識の不足、小児がんそのものについての知識不足などが
あげられた。 
 

②AYA 世代にある CCS に対する看護師向け教材（支援ガイド）の評価 
本研究班が作成した看護師向け教材（支援ガイド）評価として、①教材の活用の可能性につい

て、②教材のわかりやすさ、③教材の情報量、について尋ねた。その結果、教材活用の可能性に
ついては、「活用できそう」と回答したものが 68 名(41.2％)、「まあまあ活用できそう」と回答
したものが 96 名(58.2%)であった。教材のわかりやすさと情報量に対する回答を、以下図に示し
た。教材のわかりやすさについては、どの項目も「わかりやすかった」「どちらかといえばわか
りやすかった」の回答が 88.5～94.0％であり、教材の情報量については、「十分である」「おお
むね十分である」の回答が 87.2～93.3%であった。 

教材に対する意見と
して、95 名（57.6％）か
ら回答が得られた。全体
的に「わかりやすかっ
た」、「見やすかった」と
いう意見が多かったが、
「文字が多い」「事例が
もう少し欲しかった」
「フォローアップレベ
ルの指標が難しかった」
などの意見も示された。
また、事例については、
「看護師の具体的な介
入や声掛け、説明の内容
なども知りたかった」や
「具体的な継続内容を
提示してほしい」などの
意見も示された。 
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